
昨年の防災訓練 

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

往信 ３４０ー８５８８ 

※
こ
の
面
に
は
 

　
何
も
記
入
し
な
い
 

八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地
５
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
子
ど
も
○
○
○
○
教
室
担
当
 
宛
 

返信 ３４０ー○○○○ 

応
募
者
住
所
 

八
潮
市
○
○
○
○
 

応
　
募
　
者
　
氏
　
名
 

①氏名（ふりがな）  

②性別  

③学校名  

④学年  

⑤住所  

⑥電話番号  

⑦緊急連絡先  

　（携帯電話可） 

⑧保護者氏名  

艇の長さ 

4.0m未満 

5.0m未満 

6.0m未満 

7.0m未満 

8.0m未満 

8.0m以上 

保管料（年額） 

12万円 

18万円 

24万円 

36万円 

48万円 

60万円 
※保管料には消費税がかかります。 

 
午前の部 
午後の部 

集合 
８：50 
12：50

解散 
11：50 
15：50

出発 
９：00 
13：00

至川口 

工業団地前工業団地前 工業団地前 

八条白鳥八条白鳥 八条白鳥 

八条橋八条橋 八条橋 

三郷ＩＣ出口西 

至三郷至三郷 至三郷 

至松戸 

至加平 

彦沢彦沢 彦沢 

中
川 

青
葉
通
り 

共和橋西詰共和橋西詰 共和橋西詰 

共和橋共和橋 共和橋 八潮市役所八潮市役所 八潮市役所 

中央３ 

中央１中央１ 中央１ 

けやき通り 
けやき通り 

三郷三郷ＪｃＪｃｔ 三郷Ｊｃｔ 

110

29

102

327

298

298

通行止区間 
迂　回　路 

◎ 

中
川
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
 

①
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

B
9
月
21
日
豸
、
午
前
9
時
〜
4
時
（
雨

天
の
場
合
は
23
日
に
順
延
）
／
C

中

川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
／
G

1

コ
マ
3
ｍ
×
7
ｍ
（
そ
の
場
に
駐
車

可
能
）
／
F

先
着
60
人
／
H

無
料
／

D
9
月
10
日
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
希
望
コ
マ
数
・
販
売
品

目
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
6
＝
4
6
8
1
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルlekadan@

saitam
 

a-j.or.jp

で
／
I

鈴
木
蕁
0
9
0
＝

3
4
5
0
＝
1
2
1
1
・
布
施
蕁
0

9
0
＝
2
2
1
5
＝
8
3
6
1
 
 

②
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
 

B
9
月
21
日
豸
、午
前
9
時
〜
（
雨
天

の
場
合
は
23
日
に
順
延
）／
C
中
川
や

し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
付
近
／
E

小

学
3
年
生
以
上
（
1
チ
ー
ム
10
人
・

1
チ
ー
ム
全
員
小
学
生
は
不
可
）
／

F

24
チ
ー
ム（
申
込
順
・
個
人
申
し
込

み
も
可
）／
H
1
人
5
0
0
円
、
1
艇

5
0
0
0
円
／
D

8
月
31
日
ま
で
／

I

田
中
蕁
0
9
0
＝
8
4
6
2
＝
5

8
8
4
・
9
9
8
＝
2
3
8
3（
夜
間

9
時
以
降
）
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
8
＝

2
5
1
6
 

 ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
フ
ァ
ン
の
集
い
 

　
ア
マ
チ
ュ
ア
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
の
演

奏
会
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
セ
レ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
　
」
 

B

8
月
31
日
豸
、
正
午
〜
午
後
4
時

／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
／
H

無
料

／
I

石
井
蕁
0
9
0
＝
3
1
4
1
＝
 

3
1
8
4
・
金
子
蕁
0
9
0
＝
9
9

7
4
＝
7
4
6
0
 

 痴
呆
老
人
介
護
講
習
会
 

B

9
月
6
日
貍
、
午
後
1
時
〜
4
時

／
C

越
谷
中
央
市
民
会
館
5
Ｆ
会
議

室
／
G

生
き
返
る
痴
呆
老
人
「
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
福
さ
ん
家
」
〜
生
き
生

き
と
暮
ら
す
痴
呆
老
人
の
姿
〜
講
師

＝
日
沼
文
江
さ
ん
（
看
護
士
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
／
H

無
料
／
I

埼

玉
県
看
護
協
会
第
9
支
部
・
木
谷
蕁

9
5
5
＝
7
1
7
1
A
2
0
5
 
 

 第
1
回
埼
玉
土
建
八
潮
支
部
「
職
人

ま
つ
り
」
 
 

B

8
月
24
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
30
分
／
C

中
央
公
園
／
G

無
料

住
宅
相
談
、
親
子
木
工
教
室
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
模
擬
店
多
数
、
福
引
抽
選

ほ
か
／
H

無
料
／
I

埼
玉
土
建
八
潮

支
部
蕁
9
9
7
＝
4
6
7
5
 
 

 遺
言
状
の
書
き
方
と
相
続
無
料
講
習

相
談
会
「
家
族
に
争
い
を
さ
せ
な
い

た
め
に
」
 

B

8
月
24
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C

八
潮
メ
セ
ナ
／
F

25
人
／
H

無

料
／
I

遺
言
相
続
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
さ
い
た
ま
・
大
越
蕁
9
4
6
＝
5

1
5
2

 

「
思
い
出
」 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛 

｢

あ
の
頃
は
良
か
っ
た
な
ぁ｣ 

｢

ほ
ん
と
。
最
高
だ
っ
た
よ
ね｣

… 
｢

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
時
は
本
気
で

落
ち
込
ん
だ
よ｣ 

｢

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
？
全
然
知

ら
な
か
っ
た｣

… 

　
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
古
く
か
ら
の
友

人
と
再
会
し
、
昔
ば
な
し
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。 

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
。 

　
つ
ら
か
っ
た
こ
と
。 

　
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
。 

　
悲
し
か
っ
た
こ
と
。 

　
誰
に
で
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

あ
る
も
の
で
す
。 

　
当
時
は
ど
ん
な
に
つ
ら
か
っ
た
出

来
事
で
も
、
時
が
経
っ
て
み
れ
ば｢

い

い
思
い
出｣

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

　
反
対
に
、た
と
え
何
十
年
経
っ
て
も
、

決
し
て
誰
に
も
触
れ
ら
れ
た
く
な
い｢

イ

ヤ
な
思
い
出｣

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
、
毎
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
生
き
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
軽
い
気
持
ち
で
言
っ

た
一
言
や
何
気
な
い
行
動
が
、
相
手
の

心
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日

ご
ろ
か
ら｢

人
権｣

と
い
う
も
の
を
意
識

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
み
る
と
、
そ
し

て
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
み
る
と
、
今
よ
り
も
も
っ
と
、
た

く
さ
ん
の｢

い
い
思
い
出｣

が
自
然
と
生

ま
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
あ
な
た
に
は
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り

ま
す
か
？ 

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
思
い
出

を
つ
く
り
、
ど
ん
な
思
い
出
を
与
え
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
８
月
は
、
『
差
別
を
許
さ
な
い
県
民

運
動
強
調
月
間
』
で
す
。 

　

第
15
回
八
潮
市
総
合
防
災
訓
練
 

B
8
月
30
日
貍
、
午
後
5
時
〜
8
時
（
雨

天
中
止
）
 
 

C
八
幡
中
学
校
校
庭
 

E
小
作
田
町
会
・
松
之
木
町
会
・
伊
草
町

会
・
上
馬
場
町
会
・
西
袋
町
会
・
柳
之
宮

町
会
・
南
後
谷
町
会
・
伊
草
団
地
自
治
町

内
会
 

G
緊
急
通
信
訓
練
・
電
力
復
旧
訓
練
・
炊

出
し
訓
練
・
緊
急
通
行
路
確
保
訓
練
な
ど
 

※
対
象
地
区
以
外
や
自
主
防
災
組
織
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

I
交
通
防
災
課
蕁
A
3
0
5
 
 

　

電
力
不
足
に
よ
る
水
道
へ
の
影
響
 

　
夏
場
の
電
力
不
足
に
よ
る
停
電
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
停
電
が
起
こ
り
ま
す
と
浄
水
場
や
配
水

機
場
の
機
能
が
停
止
し
、
断
水
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
停
電
が
解
除
さ
れ
て
も
送
水
開

始
直
後
は
、
一
部
の
地
域
で
水
の
出
が
悪

く
な
っ
た
り
、
赤
水
（
鉄
サ
ビ
の
混
ざ
っ

た
水
）
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
電
力
情
報
等
に
注
意
し
、
節
電
や
水
の

汲
み
置
き
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

I
水
道
部
蕁
9
9
6
＝
1
4
8
6
 

　

彩
の
国
就
職
支
援
プ
ラ
ザ
 

B
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
相

談
受
付
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
45
分
）
 

C
県
浦
和
地
方
庁
舎
別
館
1
階
（
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5
・
北
浦

和
駅
西
口
か
ら
徒
歩
10
分
）
 

G
彩
の
国
就
職
支
援
プ
ラ
ザ
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
就
職
活
動
を
支
援

す
る
専
門
家
）
や
職
業
訓
練
指
導
員
、
福

祉
・
農
林
関
係
の
相
談
員
な
ど
を
置
き
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
就
職
活

動
や
職
業
能
力
開
発
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
な
ど
の

応
募
書
類
の
書
き
方
、
採
用
面
接
の
受
け

方
な
ど
就
職
活
動
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
毎
月
開
催
す
る
と
と
も
に
、
水
・

金
曜
日
に
は
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
は
無
料
で
す
。

相
談
に
つ
い
て
は
予
約
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

I
県
雇
用
対
策
課
蕁
0
4
8
＝
8
1
4
＝

2
7
5
0
 

　

毒
ガ
ス
弾
等
に
関
す
る
 

　

　
　
　
情
報
提
供
の
お
願
い
 

G
国
内
で
旧
軍
の
毒
ガ
ス
剤
に
よ
る
被
災

事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
で
は
、
国
と
協
力
し
て
旧
軍
の
毒
ガ
ス

弾
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
終

戦
時
に
お
け
る
毒
ガ
ス
弾
な
ど
の
保
有
・

廃
棄
や
、
戦
後
の
発
見
・
被
災
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
の

で
、
必
ず
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
も

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

D
8
月
20
日
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
県
化
学
保
安
課
（
蕁
0

4
8
＝
8
3
0
＝
2
9
8
6
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0

4
8
＝
8
3
0
＝
4
7
6
8
・
E
メ
ー
ル

a2970-03@
pref.saitam

a.jp

）
へ
 

    　

サ
ロ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

B
9
月
7
日
豸
、
午
前
8
時
30
分
〜
 
 

C
ゆ
ま
に
て
 

E
高
校
生
以
上
で
1
チ
ー
ム
8
人
 

F
8
チ
ー
ム
（
申
込
順
）
 
 

H
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
 
 

D
8
月
10
日
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
表
に
参
加

費
を
添
え
て
ゆ
ま
に
て
（
蕁
9
9
6
＝
0
 

1
2
3
）
へ
 

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
☆
天
国
Ｕ
―

20
 
 

B
8
月
24
日
豸
、
午
後
1
時
〜
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
公
募
で
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
が
、
ダ
ン

ス
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
楽
器
演
奏
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
（
ゲ
ス
ト
＝
中

学
生
の
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
・
三
浦
一
馬

さ
ん
）
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
出
前
講
座
、
「
ハ

ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

F
5
0
0
人
（
先
着
順
）
 
 

H
無
料
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

　

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
 

　

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
3
 

　
高
校
生
の
高
校
生
に
よ
る
高
校
生
の
た

め
の
、
真
夏
の
音
楽
の
祭
典
 

B
8
月
17
日
豸
、
午
後
1
時
30
分
〜
7
時
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

F
5
0
0
人
（
先
着
順
）
 
 

H
無
料
 

I
や
し
お
生
涯
楽
習
館
蕁
9
9
4
＝
1
0

0
0
 
 

　

第
20
回
八
潮
市
美
術
展
覧
会
 

B
9
月
24
日
貉
〜
28
日
豸
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

E
15
歳
以
上
、
（
中
学
生
は
除
く
）
の
八

潮
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
 

G
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
版
画
、

日
本
画
、
水
墨
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
陶
芸

（
1
人
2
点
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）
 

※
規
格
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

H
8
0
0
円
 
 

D

9
月
20
日
貍
、
午
後
1
時
〜
7
時
・

21
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正
午
に
、
作
品

に
申
込
書
と
出
品
表
を
添
え
て
八
潮
メ

セ
ナ
集
会
室
へ
搬
入
 
 

I
八
潮
市
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
 
 

　

や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座
 

B
8
月
30
日
貍
、
午
後
2
時
〜
4
時
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

G

テ
ー
マ
「
国
際
問
題
と
日
本
の
役
割

に
つ
い
て
」※
講
師
＝
星
野
昭
吉
さ
ん（
獨

協
大
学
法
学
部
教
授
）
 

F
60
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D

8
月
26
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電

話
で
社
会
教
育
課（
蕁
A
3
6
5
・
3
9
7
）

へ
 
 

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
水
泳
教
室
 

B

9
月
3
日
か
ら
（
毎
週
水
曜
日
・
全

8
回
）
、
午
後
7
時
〜
9
時
 
 

C
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

E

25
ｍ
以
上
泳
げ
る
高
校
生
以
上
で
、

泳
ぎ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
 

H
5
0
0
円
（
保
険
代
）
 
 

F
25
人
（
申
込
順
）
 

D

8
月
12
日
か
ら
電
話
で
予
約
し
、参
加

費
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
蕁
9
9
6
＝
5
1
2
6
）へ
 

　

籐
工
芸
教
室
 

B
9
月
30
日
〜
10
月
28
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
5
回
）
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

C

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
 

E
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
方
 

F
15
人
（
支
援
費
受
給
対
象
者
優
先
、
対

象
者
以
外
は
申
込
順
、
5
人
未
満
の
場

合
中
止
）
 
 

H

1
0
0
0
円
程
度
（
材
料
費
）
※
対

象
者
以
外
は
、
別
途
参
加
費
と
し
て
1

回
に
付
き
1
0
0
円
 

D
9
月
12
日
ま
で
に
電
話
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
蕁
9
9
5
＝
3
6
3
6
）
へ
 

　

こ
ど
も
週
末
活
動
等
支
援
事
業
 

①
や
し
お
子
ど
も
テ
デ
ィ
ベ
ア
教
室
 

B
9
月
13
日
貍
・
20
日
貍
・
27
日
貍
、
午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ｂ
 

E
市
内
在
住
の
小
学
5
、
6
年
生
 

G
テ
デ
ィ
ベ
ア
の
形
の
材
料
を
使
用
し
、

自
分
自
身
で
縫
い
合
わ
せ
て
完
成
さ
せ

る
 

F
15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

H
1
5
0
0
円
 

A
学
校
で
使
用
し
て
い
る
裁
縫
道
具
一
式
 

②
や
し
お
子
ど
も
ビ
ー
ズ
教
室
 

B
9
月
13
日
貍
・
20
日
貍
、
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ
 

E
市
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

G
ビ
ー
ズ
で
ア
ー
ム
バ
ン
ド
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
成
 

A
は
さ
み
 

F
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

H
3
0
0
円
 
 

③
や
し
お
子
ど
も
英
語
教
室
 

B
9
月
13
日
〜
10
月
25
日（
毎
週
土
曜
日
・

全
7
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 

C
八
幡
公
民
館
 

G
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
歌
な
ど
で
、
体
を

動
か
し
た
り
、
映
像
を
見
た
り
し
な
が
ら

英
語
を
学
ぶ
 

F
小
学
3
・
4
年
生
＝
30
人
、
小
学
5
・

6
年
生
＝
30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
 

選
）
 

H
1
0
0
0
円
 

―

①
②
③
共
通
―

 

D
8
月
11
日
か
ら
20
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
記
入
方
法
は
左

記
の
と
お
り
で
、
1
枚
で
1
人
の
み
）
 

                  I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
5
7
 
 

　

藍
染
め
講
座
 

B
8
月
23
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

E
小
学
生
以
上
の
方
 

G
藍
染
の
ハ
ン
カ
チ
を
作
り
ま
す
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
2
5
0
円
（
8
月
16
日
ま
で
納
入
）
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
資
料
館
（
蕁
9

9
7
＝
6
6
6
6
）
へ
 
 

　

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
 

パ
パ
・
マ
マ
学
級
 

B
9
月
3
日
貉
・
10
日
貉
・
17
日
貉
、
午

後
1
時
20
分
〜
4
時
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

E
妊
娠
5
〜
7
カ
月
の
妊
婦
（
ご
夫
婦
で

の
参
加
大
歓
迎
）
 

A
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
 

H
無
料
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

　

体
験
！
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

　
ゴ
ミ
の
選
別
を
体
験
学
習
し
よ
う
 

B
8
月
25
日
豺
、
午
前
9
時
〜
午
後
1
時

30
分
 
 

E
小
学
3
年
生
以
上
の
方
 
 

A
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
 

D
8
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
に
電
話
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
蕁
9
9
7
＝
6
6
 

9
6
）
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
蕁

A
2
3
4
）
へ
 
 

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

B
9
月
9
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

C
ゆ
ま
に
て
会
議
室
 

E
就
職
を
希
望
す
る
県
内
在
住
の
方
 

G
自
分
の
強
み
の
再
確
認
、
職
務
経
歴
の

整
理
を
行
い
、
応
募
書
類
（
履
歴
書
・
職

務
経
歴
書
・
添
え
状
）
の
書
き
方
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
、
就
職
活
動
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
・
講
師
＝
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
就
職
活
動
を
支

援
す
る
専
門
家
）
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
8
月
11
日
か
ら
電
話
で
商
工
振
興
課
（
蕁

A
3
3
6
）
へ
 

　

県
の
就
職
支
援
事
業
 

①
が
ん
ば
る
若
者
！
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

・
シ
ス
テ
ム
管
理
入
門
コ
ー
ス
 

B
9
月
8
日
豺
〜
30
日
貂
、
午
後
1
時
〜

6
時
（
全
15
日
間
）
 

C
中
野
Ｏ
Ａ
ス
ク
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
）

F
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

H
3
0
0
0
円
（
教
材
費
）
 

D
8
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
、
応
募
動
機
、
希

望
職
種
、
パ
ソ
コ
ン
経
験
（
入
力
・
メ
ー

ル
・
Ｈ
Ｐ
操
作
・
表
計
算
・
書
類
作
成
）

を
明
記
の
う
え
、
県
雇
用
対
策
課
（
〒

3
3
0
―
9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
3
―
15
―
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
8

3
0
＝
4
8
5
1
）
へ
 

②
が
ん
ば
る
若
者
！
就
職
説
明
会
 

C
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
 

B
9
月
3
日
貉
、
午
後
2
時
〜
4
時
30
分
 

G
Ｉ
Ｔ
、
営
業
・
販
売
職
を
中
心
と
し
た

求
人
企
業
に
よ
る
就
職
説
明
会
（
入
退
場

自
由
・
事
前
イ
ベ
ン
ト
午
後
1
時
〜
）
 
 

③
が
ん
ば
る
若
者
！
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
 

B
9
月
17
日
貉
か
ら
10
月
2
日
貅
ま
で
の

間
の
1
〜
2
週
間
（
受
入
企
業
に
よ
る
）
 

G
県
内
外
の
企
業
で
の
実
務
研
修
※
研
修

先
は
企
業
と
の
面
談
（
9
月
8
日
豺
、
埼

玉
会
館
）
の
う
え
決
定
 

D
8
月
22
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
県
雇
用
対
策
課
（
蕁
0
4
8
＝
8
3

0
＝
4
5
3
8
・
F
A
X
0
4
8
＝
8
3

0
＝
4
8
5
1
）
へ
 

―

①
②
③
共
通
―

 

E
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
求

職
者
（
①
は
学
生
を
除
く
）
 

I
県
雇
用
対
策
課
若
年
者
等
意
識
開
発
担

当
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
4
5
3
8
 

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
研
修
 

B
10
月
15
日
貉
・
20
日
豺
・
21
日
貂
・
22

日
貉
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
全

4
日
間
）
 
 

C
自
治
体
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た

ま
市
北
区
土
呂
町
）
と
さ
い
た
ま
市
内
 

E
住
民
参
加
の
実
践
方
法
を
学
び
た
い
方

（
全
日
参
加
可
能
で
未
受
講
者
）
 

G
県
民
と
県
・
市
町
村
職
員
が
共
に
研
究

作
業
を
進
め
る
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
体
験
型
講
習
会
 

F
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

H
無
料
 

D
8
月
29
日
ま
で
に
電
話
で
、
自
治
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0
4
8
＝
6
6
4
＝

6
6
8
1
）
へ
 

    　

彩
の
国
人
に
や
さ
し
い
 

　

ま
ち
づ
く
り
賞
作
品
 

G
人
に
や
さ
し
い
配
慮
が
さ
れ
た
平
成
10

年
4
月
以
降
に
新
築
・
改
修
済
み
の
県
内

の
建
築
物
等
や
、
建
築
物
に
関
連
し
た
活

動
・
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
 

D
9
月
19
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
市

の
建
築
課
窓
口
へ
応
募
用
紙
を
持
参
ま
た

は
郵
送
（
応
募
用
紙
は
、
市
建
築
課
、
県

建
築
指
導
課
、
各
県
土
整
備
事
務
所
な
ど

で
配
布
）
 
 

I
彩
の
国
人
に
や
さ
し
い
建
物
づ
く
り
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
県
建
築
指
導
課
内
）

蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
5
5
2
7
 

　

第
43
回
「
下
水
道
の
日
」
 

　

　
　
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
標
語
 

E
県
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
 

G
日
常
生
活
に
お
け
る
下
水
道
に
関
す
る

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

D
9
月
16
日（
必
着
）ま
で
に
、作
品
1
点
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業（
児

童
、生
徒
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
・
組
）、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

譛
埼
玉
県
下
水
道
公
社
総
務
課
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
担
当（
〒
3
3
8
―
0
8
3
7
さ
い

た
ま
市
桜
区
田
島
7
―
2
―

23
・
E
メ
ー
 

ルm
aster@

saitam
a-swg.or.jp

）へ
 

※
①
応
募
作
品
は
、
譖
日
本
下
水
道
協
会

主
催
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」

へ
応
募
し
ま
す
の
で
返
却
し
ま
せ
ん
。
②

作
品
の
使
用
権
お
よ
び
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

I
譛
埼
玉
県
下
水
道
公
社
総
務
課
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
担
当
蕁
0
4
8
＝
8
3
8
＝
8

5
8
5
 

　

第
6
回
親
水
文
化
 

　

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
 

E
小
学
生
以
上
の
方
 

G
「
四
季
折
々
の
水
辺
の
風
景
」
を
テ
ー

マ
に
、
八
潮
市
、
岩
槻
市
、
春
日
部
市
、

草
加
市
、
越
谷
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、

松
伏
町
、
庄
和
町
内
を
撮
影
し
た
も
の
 

※
募
集
要
領
は
市
の
道
路
治
水
課
で
配
布
 

D
8
月
29
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
越

谷
市
企
画
課
へ
応
募
用
紙
を
郵
送
（
〒

3
4
3
―
8
5
0
1
越
谷
市
越
ヶ
谷
4
―

2
―
1
越
谷
市
企
画
部
企
画
課
「
親
水
文

化
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係
）
 
 

I
八
潮
市
道
路
治
水
課
蕁
（
直
通
）
9
9

6
＝
3
4
2
2
・
越
谷
市
企
画
課
蕁
9
6

3
＝
9
1
1
2
 

　

高
齢
者
向
け
 

　

　
　
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
 

入
居
予
定
日
＝
10
月
1
日
 
 

C
み
ど
り
園
（
八
潮
七
丁
目
5
―
1
）
 

E
60
歳
以
上
 

G
埼
玉
県
知
事
認
定
の
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
、
1
Ｋ
（
洋
間
9
帖
、
台
所
3

帖
、浴
室
、ト
イ
レ
）、28
・
91
平
方
メ
ー

ト
ル
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、階
段
昇
降
機
付
 

F
1
戸
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

H
月
額
6
万
8
千
円
（
管
理
費
含
む
）
 

※
所
得
に
応
じ
減
額
（
最
高
3
万
円
）
が

あ
り
ま
す
。
 
 

D
8
月
17
日
か
ら
24
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
申
込
書
（
市
建
築
課
お
よ
び
㈱
小

山
不
動
産
で
配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
え
、

㈱
小
山
不
動
産
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
 

※
定
休
日
水
曜
･
第
3
火
曜
日
、
8
月
13

日
か
ら
20
日
ま
で
臨
時
休
業
 

I

㈱
小
山
不
動
産
管
理
部
蕁
9
3
2
＝

0
0
1
0（
〒
3
4
0
―
0
0
5
3
草
加

市
旭
町
3
―
5
―
3
）ま
た
は
建
築
課
蕁

A
3
3
3
 

　

大
場
川
マ
リ
ー
ナ
保
管
艇
 

　
大
場
川
マ
リ
ー
ナ
で
は
、
期
間
限
定
特

別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
料
金
割
引
・

保
証
金
な
し
で
保
管
艇
を
募
集
し
ま
す
。

 
 

         ★
新
2
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
ス
ク
ー

ル
を
大
場
川
マ
リ
ー
ナ
・
芝
川
マ
リ
ー
ナ

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
 
 

I
譛
埼
玉
県
河
川
公
社
蕁
0
4
8
＝
2
2

6
＝
5
9
5
3
 

　平成１７年秋開業のつくばエクスプレス工事現場
を、バスで見学する参加者を募集します。 
B ８月１９日貂（市役所前庭集合・解散） 
　 ※解散時間は予定 
 
 
 
 
E 市内の小学生とその保護者 
G 南流山駅（流山市）と八潮駅高架橋（八潮市） 
の工事現場の見学※バスで移動 
A 飲み物など 
 F 午前の部、午後の部ともに４０名（申込順） 
H １人１００円（保険代、当日徴収） 
D ８月１１日から１４日までに、窓口または電話
で南部事業推進課（蕁A４６１・４６３）へ 
※受付時間は午前８時３０分～午後４時 

　県道１１６号（八潮三郷
線）の共和橋を県道工事お
よび首都高速道路防音壁工
事のため、次のとおり夜間
通行止を行います。通行す
る方や近隣住民の方々には、
大変ご迷惑をお掛けします
が、ご理解、ご協力をお願
いします。 
１　通行止場所 
共和橋西詰交差点～彦沢交
差点 
２　通行止期間 
８月２１日貅～２３日貍（下
り線のみ）※予備日８月２
４日豸、２５日豺 
８月２８日貅～３０日貍
（上、下線）※予備日８月
３１日豸、９月１日豺 
（上り線：三郷→八潮方面、下り線：八潮→三郷方面） 
３　規制時間帯 
午後１０時～翌午前５時 
４　規 制 内 容 
夜間全面通行止 
I　県越谷県土整備事務所道路環境担当 
　　蕁９６４－５２２１ 
　首都高速道路公団東東京管理局保全部第四維持事務所 
　　蕁０３－３６２８－９３３９ 
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